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今
村
議
員

(1)
教
育
行
政
に
つ
い
て

不
登
校
の
実
態
と
そ
の
対
策
を
問
う
。

①
最
近
の
推
移
、
状
況
は
ど
う
か
、

不
登
校
の
き
っ
か
け
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
②
「
月
３
日
の
欠
席
」
を
境

に
顕
著
化
す
る
と
も
い
う
。
早
い
段

階
で
の
対
応
へ
情
報
の
共
有
化
、
連

携
は
で
き
て
い
る
か
。
③
現
場
で
奮

闘
す
る
教
師
を
支
援
す
る
体
制
は
十

分
か
。
支
援
の
た
め
の
機
関
は
必
要

な
い
か
。

(2)
企
画
商
工
行
政
に
つ
い
て

①
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
「
地
域
団
体
商

標
」
登
録
が
容
易
に
な
っ
た
。
地
場

産
業
の
振
興
に
、
大
村
ブ
ラ
ン
ド
の

「
地
名
＋
商
品
名
」
登
録
（
大
村
寿
し

な
ど
）
を
行
政
も
支
援
で
き
な
い
か
。

②
中
心
市
街
地
活
性
化
法
、
都
市
計
画

期
解
決
に
向
け
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
。

市
民
環
境
部
長

③
省
令
に
よ
り
産
業

廃
棄
物
の
種
類
、
埋
立
処
分
の
期
間
、

管
理
者
名
、
連
絡
先
を
掲
載
す
る
よ

う
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
事
務
所

入
口
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ

れ
以
上
の
看
板
表
示
な
ど
の
規
定
は

な
く
、
県
と
協
議
し
た
い
。

教
育
長

(2)
①
年
々
増
加
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
適
宜
入
札
を
行
う
な
ど
適

切
な
コ
ス
ト
が
維
持
で
き
る
よ
う
運

営
し
た
い
。

教
育
長

②
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
給
食
会
、

教
育
委
員
会
が
連
携
を
と
り
、
更
に

効
果
的
な
滞
納
対
策
、
予
防
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

③
テ
ス
ト
の
目
的
は
基
礎
学
力
の
定

着
･
向
上
を
図
る
教
育
の
推
進
と
、

学
力
を
客
観
的
に
把
握
し
授
業
改
善

に
資
す
る
た
め
で
あ
る
。
学
習
指
導
、

本
人
や
保
護
者
と
の
面
談
等
、
有
効

な
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

④
校
長
と
の
面
談
を
通
じ
把
握
に
努

め
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

今
後
と
も
校
長
に
対
し
、
勤
務
時
間

の
適
正
な
実
態
把
握
、
会
議
等
運
営

の
工
夫
改
善
な
ど
指
導
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
農
道
の
延
長
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
　

廃
棄
物
処
理
場
化
し
て
し
ま
わ
な
い
　

た
め
に
も
山
を
守
る
対
策
を

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
安
心
安
全
は

・
地
縁
団
体
認
可
は
要
件
不
備
で
あ
る

法
が
改
正
さ
れ
た
。
計
画
進
行
中
の

市
街
地
再
開
発
事
業
に
影
響
は
あ
る

か
。
同
事
業
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

述
べ
床
面
積
１
万
㎡
を
超
え
る
大

規
模
集
客
施
設
の
立
地
が
規
制
さ
れ

る
。
今
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

考
え
方
の
転
換
点
で
は
な
い
か
。

抑
制
と
緩
和
の
選
択
、
都
市
計
画

区
域
外
の
扱
い
な
ど
、
今
後
の
方
針

を
聞
き
た
い
。

教
育
長

(1)
①
平
成
17
年
度
小
学
生
21

名
、
中
学
生
１
１
６
名
で
あ
っ
た
。

前
年
比
、
そ
れ
ぞ
れ
１
名
、
17
名
の

増
で
、
中
学
生
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

原
因
と
し
て
小
学
生
は
多
様
で
あ
る

が
、
中
学
生
は
友
人
関
係
、
親
子
関

係
を
め
ぐ
る
問
題
が
多
い
。

②
本
年
度
、
市
教
委
へ
の
報
告
を

「
月
７
日
以
上
の
欠
席
者
」
か
ら
「
５

日
以
上
」
と
変
更
し
た
。
学
校
教
育

課
と
関
係
機
関
と
の
連
携
を
続
け
て

い
る
。

③
臨
床
心
理
士
に
よ
る
教
職
員
の
指

導
や
保
護
者
児
童
へ
の
対
応
、
モ
デ

ル
校
指
定
に
よ
る
不
登
校
対
策
研
究

推
進
、
臨
床
心
理
士
と
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
同
時
活
用
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
適
応
指
導
教
室

「
あ
お
ば
教
室
」
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
長

(2)
①
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係

団
体
と
十
分
に
連
携
を
取
り
、
申
請

に
向
け
積
極
的
に
対
応
し
た
い
。

②
県
の
19
年
度
補
助
事
業
採
択
へ
向

け
全
力
で
対
応
す
る
。
今
年
度
末
に

都
市
計
画
決
定
を
し
、
22
年
度
の
再

開
発
ビ
ル
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

法
改
正
の
趣
旨
を
大
い
に
活
か
す
べ

く
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

都
市
整
備
部
長

無
秩
序
な
市
街
地
拡

大
の
抑
制
、
良
好
な
環
境
と
調
和
し

た
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
と
い
う

観
点
か
ら
、
地
域
に
あ
っ
た
土
地
利

用
に
つ
い
て
、
ま
た
準
都
市
計
画
制

度
の
活
用
に
つ
い
て
も
県
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

大
崎
議
員

(1)
福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
介
護
保
険
制
度
の
一
部
改
正
に
よ

る
問
題
点
に
つ
い
て

給
付
の
見
直
し
が
、
昨
年
10
月
よ

り
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
自
己
負
担

が
高
額
と
な
り
、
施
設
を
退
所
や
変

更
し
た
人
は
い
る
の
か
。

ま
た
負
担
の
軽
減
措
置
は
ど
う

か
。
介
護
認
定
は
介
護
度
を
下
げ
る

方
向
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
認
定
に

不
服
の
場
合
は
ど
う
か
。

②
自
立
支
援
法
の
施
行
に
お
け
る
問

題
点
に
つ
い
て

今
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
が
、

介
護
保
険
の
給
付
見
直
し
と
同
様
に

自
己
負
担
が
多
額
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
お
よ
び
利
用
者
か
ら
ど
ん
な
不

安
や
不
満
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

大
村
ブ
ラ
ン
ド
の
商
標
登
録
を

推
進
し
よ
う
！

あおば教室での活動風景

介
護
保
険
制
度
の
改
正
の
問
題
点

障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
に
お
け
る
問
題
点




